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　（株）東レリサーチセンター名古屋研究部において作成した最終報告書σ）内容に変更を生じたので変

更届を作成する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一記一

1．変更する最終報告書

　平成11年度生態影響試験最終報告書

　　試験番号　　　　：NMMP／E99／3010

　　試験名　　　　　：パルミチン酸のオオミジンコ（0叩h舶徽即∂）に対する繁殖阻害試験

　　試験責任者　　　：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

　　運営管理者　　　：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

　　試験委託者　　　：環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長補佐　

n．変更項目，変更時期及び変更理由

　　2頁に記載．

皿．署名，承認

　　3頁に記載．
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SOP／NGEM［）OC／0400（Ver．4）最終報告書変更届

H．変更項目，変更時期及び変更理由

頁（行） 変更前 変更後 変更時期 変更理由

P．24

sable7脚注 ＊1　：lndicates　a　significant　dif下erence　by

@　Dunnett　multi　le　com　arison

@　procedure，Two－side〔i　test．

＊1　：Indicates　a　significant　di∬erence　by

@　F＆t－test　procedure，Two－sided　test．

2002年2月 入カミス
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOP∠NGEN∠DOC／0400（Ver、4）最終報告書変更届

皿．署名，承認

変更届作成日　　　：之oo之年之月　》日

試験責任者（変更届W成者）　　（加え年λ月♪日）

…担当者確認： @●（一年≧月8日）

運営管理者承認： @駐・一一目）

試験委託者：環境省

　　　委託責任者

　　　総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

　　　　　　承 一年3月、8日）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10－3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　述　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社東レリサーチセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋研究部

試験委託者：環境庁

表題　　　：パルミチン酸のオオミジンコ（刀印加珀加8幽8）に対する繁殖阻害試験

試験番号　：NMMP／E99／3010

　上記試験は環境庁のGLP規貝1』に従って実施したものである。

　　　　　　　　　　　　平成／エ年！ヒ月ポし日

　　　　　　　　　　　　　　　運営管理者
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10・3

　　　　　　　　　　　　　　　信頼性保証証明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社東レリサーチセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋研究部

試験委託者：環境庁

表題　　　：パルミチン酸のオオミジンコ（Z）θp加∫θ加θ8刀θ）に対する繁殖阻害試験

試験番号　：NMMP／E99／3010

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験に使用した方法、

手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映していることを下記の通り確認した。

試験実施状況査察

試験報告書監査

　　　　　　　　　記

　　　　実施日

平成’昨朝ワ日

平成〔膵7月伽

平成1上年‘L月　L二相

　　信頼性保証業務担当者

運営管理者および

試験責任者への報告日

平成1〕L年暫月／ク目

平成1ン年l　D月4日
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CAS　No，57－10．3

試験実施概要

1．表題

2．試験目的

3．適用ガイドライン

4．適用GLP

5．試験委託者

　　名称

　　住所

　委託責任者

6．試験受託者

　　名称

　所在地

7．試験施設

　名称

　所在地

：パルミチン酸のオオミジンコ（0θρ加∫8加∂即召）に対する繁殖阻害試験

：パルミチン酸について、オオミジンコ（」距p加∫a加θ望1θ）に対する繁殖阻害試験を

行い、21日間の最小作用濃度σ。OEC）と最大無作用濃度（NOEC）を求め、可能

な限り50％繁殖阻害濃度（ErC50）も求める．

：本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」

（1998年）に準拠して実施した。

：本試験は環境庁のGLP規則に準拠した。

：環境庁

：（〒100・8975）東京都千代田区霞が関一丁目2－2

：企画調整用環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補

：株式会社東レリサーチセンター

：（〒103・0022）東京都中央区日本橋室町3－1－8都ビル内

：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

：（〒455・8502）愛知県名古屋市港区大江町9－1

一4一



CAS　No．57・10・3

8．試験関係者：

　試験責イ王者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

9，試験期間： 試験開始日

暴露期間

試験終了日

（平成！え年1之月々ノ日）

（平成ノ2．年ノ2．月之／日）

（平成ノ2年／2月～／日）

（平成12年1■月2i日）

（平成1芝生1⊇月ユノ日）

（平成’之年’と月■1日）

（平成匹年に月－、日）

（平成12年！2月2！日）

平成11年11月16目

平成12年4月11目～平成12年5月2目

平成炭年戻月～／目

10．保管：

‘
二

欝
　
　
　
二

型、～　
葉
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SOPINGENIDOC10400（Ver．4）最終報告書変更届

n．変更項目，変更時期及び変更理由

頁（行） 変更前 変更後 変更時期 変更理由

P．5 10．保管： 10．保管： 2002年7月 今後、当研究部試資料保管施設

（下から4行） 試験計画書、生データ、記録文書および 試験計画書、生データ、記録文書および の保管容量が不足するため、外部

試験報告書は、試験報告書作成後10年 試験報告書は、試験報告書作成後10年 保管施設である株式会社ワンビシア

間、株式会社東レリサーチセンター名古 間、株式会社東レリサーチセンター名古屋 一カイブズを利用する。

屋研究部の保管施設に保管する。その後 研究部の保管施設あるいは当社研究部の

の保管については試験委託者と協議のうえ 査察・監査のもとに外部保管施設である株

決定する。 式会社ワンビシアーカイブズに保管する。そ

の後の保管については試験委託者と協議の

うえ決定する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOP／NGENIDOC／0400　（Ver．4）蝦終報告書変更届

皿．署名，承認

変更届作成日　　　：た“oえ年07月／ノ日

講任者（変更届イP成者）　　（㎞定年．ク月／／日）

QAU担当者確認：　　　　　　　　　　　　〉一〇〇）年。フ月／！目）

運営管理者　承認：　　　　　　　　　　　　　（ル0多年0ク月　／ノ目）

試験委託者：環境省

　　　委託責任者

　　　総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

　　　　　　承 （2畔都田）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10－3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

鍵　　　環境庁
麹　　　パルミチン酸のオオミジンコ（刀ap加冶加θ卵θ）に対する繁殖阻害試験

畿　　　NMMP／E99／3010
試験方法

　　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo，211「オオミジンコ繁殖試験」（1998年）に準拠

　　して実施した。

　　1）被験物質　　　：パルミチン酸

　　2）暴露方法　　　：半止水式（週に3回、試験液の全量を交換）

　　3）供試生物　　　：オオミジンコ（」9θ1ρ加∫θmθ即θ）

　　4）暴露期間　　　：21日間

　　5）試験濃度　　　：対照区、助剤対照区、10．Omg1L（設定濃度）

　　　　　　　　　　（助剤HCO．50、100mg1L）

　　6）試験液量　　　：1容器（連）につき80mL

　　7）連数　　　　　：10容器（連）／濃度区

　　8）供試生物数　　：10頭／濃度区（1連につき1頭）

　　9）試験水温　　　：20±1℃

　　10）照明　　　　　：室内光、16時間明／8時間暗

　　11）被験物質の分析：ガスクロマトグラフ分析
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CAS　No，57－10・3

墾　　1）試験液中の被験物質濃度
　　　実測濃度が設定濃度の±2〔）％を外れたので結果の算出には実測濃度の時間加重平均値を

　　用いた。

　　2）21日間の親ミジンコの半数致死濃度（LC50）＝＞5、8mg！L

　　3）21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）　　　＝＞5．81ng1L

　　4）21日間の最大無作用濃度（NOECr）　　　　二〉5、81ng1L

　　5）21日間の最小作用濃度α，OECr）　　　　　　＝＞5．8mg！L

（上記濃度は、実測濃度の時間加重平均値に基づく値）
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CAS　No，57－10－3

1被験物質

　1．1名称、構造式お、kび物理化学的性状

　　　名称　 ：パルミチン酸

　　　　　　　　　　　別名：ヘキサデカン酸、識別符号：PA、CAS　No．57－10・3

　　　構造式　　　　l　CH3（CHl）14COOH

　　　分子式　　　　：q6H3202

　　　分子量　　　　：256，43

　　　融点　　　　　：63℃

　　　沸点　　　　　：351℃

　　　水への溶解度　：0．82mg1L（25℃）

　　　1．オクタノール／水分配係数（logP）：5．64

　　　　　　〔上記の数値は、次のデータベースなどから引用した〕

　　　　　　TOXNET　　：National　LibraLy　of　Me〔hcine（Poxicology　Dと1ta　Network）

　　　　　　IC岳C　　：lntemati。nalChemlcalSaftyCar〔ls

　　　　　　ECDIN　　　　：Env重ronmentat　Chemicals　Data　Information　Network

L2供試試料

　　純度

　　ロット番号

　　供給者

　　供給量

入手目

外観

：95．0％以上

：C99714L

：25g　X2本

：平成11年9月17日

：白色結晶，

1．3　被験物質の確認、保管方法および保管条件下での安定性

1）保管方法

　　被験物質は光を遮断した試料保管庫に室温で保管した。

2）被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトル、NMRスペクトルの測定およびガスクロマトグラ

　フ分析を行い、被験物質の構造と矛盾が認められないことおよび純度を確認した。試験終了時に

　も同様に測定・分析し、試験開始前に測定・分析したスペクトルおよびクロマトグラムと比較した結

　果、変化は無かった。

　　従って、被験物質は当研究部の試料保管庫に保管中は安定であったと判断された。
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CAS　No、57－10－3

2　供試生物

　　試験には生後24時間以内のオオミジンコ（刀ap加∫a1澱型1a）の幼体を用いた。

　　本極は、平成7年11月15日に国立環境研究所より入手したものを、当研究部において継代飼育し

　ているものである。また、基準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級）による48時間の半数遊泳阻害濃

　度（EiC50）は0．60mg！しであった。

　　　試する幼一4を！るためのミジンコの飼六方法

　　継代中のものから幼体を抱えた肉眼的に健康かつ十分な大きさの雌成体を選別して、別に用意し

　たビーカーに移し、翌日に産出された幼体を別のビーカーに分けた。この幼体（平成12年3月16日生

　まれ）を供試ミジンコの親とし、以下の条件で飼育した。成熟し幼体を産むようになったら、1週間に少

　なくとも2回以上幼体を除去した。3週目に入り暴露開始前日に、その前26日間の死亡率が0％で休

　眠卵や雄が発生しなかったバッチから、育房内に幼体を持つ雌成体を選別し、翌日（24時間以内）産

　出された幼体を試験に用いた（平成12年4月11日暴露開始）。

飼育水

飼育密度

水温

照明

餌

給餌量

3　試験方法

　3．1試験条件

　　1）暴露方法

　　2）暴露期間

　　3）試験液量

　　4）連数

　　5）生物数

　　6）試験温度

　　7）照明

　：希釈水（3，2参照）

　：20～50頭／L飼育水（但し、成熟個体の場合は、25頭以下／しとした）

　：20±1℃

　：室内光、16時間明／8時間暗

　：α～10畑始v【’ん8a1胎

（藻類培養液を遠心操作により、人工軟水＊に置換して給餌した）

＊蒸留水1L当たり、CaCi2・2H2026，1mg、MgSO4・7H2017．7mg、K2SO4

　Llmg、NaHCO325．Omgを溶解して調製する。

　：ミジンコ1頭当たり0．1～0，2mgC（有機炭素含量）！目

：暴露は半止水式で行い、週に3回、試験液を全量交換した。

：21日間

：1容器につき80mL

：10容器（連）／濃度区

：10頭／濃度区（1連に付き1頭）

：20±1℃

：室内光、16時間明（12001uX以下）／8時間暗

　　　　　　　　　　一10一



CAS　No，5740－3

8）餌

9）給餌量

：0削。ずθ〃8v【’ノ’移躍胎

：ミジンコ1頭当たり0．1～0．2mgC（有機炭素含量）！日

3．2　希釈水

　　OECD改訂ガイドラインNo．211オオミジンコ繁殖阻害試験一1998年9，月採択に記載してあ

　る調整水を用いた。希釈水の全硬度は246mg！L（CaCO3換算）、pHは7．5であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1（p，29）］

3．3試験容器および恒温．槽等

　　試験容器　　　：100mL容、ガラス容器

　　恒温槽　　　　：恒温水槽および水循環装置（ヤマト科学クールラインCL100）

　　水温計　　　：pH計内蔵温度計（堀場製作所カスタニーLAB　l）HメーターF・22）

　　pH計　　　　：堀場製作所カスタ二一LAB　I）HメーターF－22

　　溶存酸素計　　：堀場製作所DOメーターOM．14

　　電気伝導率計：全硬度測定（東亜電波ボ一夕ブノレ電気伝導率計CM44P）

3，4　試験濃度の設定

　　オオミジンコに対する48時間急性遊泳阻害試験の結果を参考に、10，0mg！しの1濃度で限度

　試験とした。

　　（対照区、助剤対照区、10．Omg／L）

3．5試験液の調製

　1）試験開始前に調製した被験物質500mg1L原液（助剤HCO－50100mg！L）を換水毎に希釈水に

　　添加し、設定濃度の試験液を必要量調製した。

　2）希釈水のみの対照区およびHCO－50を100mg／L加えた助剤対照区を設けた。

　3）1濃度区につき10個の試験容器を用意し、各試験容器に試験液を80mLずつ入れた。

　4）試験液の状態（外観等）を記録した。少し白濁したが沈殿等は見られなかった。
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3．6　試験液の分析

　　全濃度区（但し、各1試験容器）について、暴露期間中に3回（調製時および換水前で1回）、

　即ち試験開始時（0日目）、8日目および15日目の試験液調製時とそれぞれの2日後（換水前）に各

　ビーカーより試験液1～2mLを採取し、ガスクロマトグラフ分析により被験物質濃度を分析した。

　試験液の分析に際しては、測定日に標準溶液の測定を行い、検量係数を求めて被験物質濃度を

　測定した。

　　詳細は付属資料一2q）．31）に示した。

3．7試験操作

　　試験液の水温、溶存酸素濃度（D．0，）、pHおよび全硬度を測定後、先端を太くしたピペッター

　を用いて供試ミジンコを投入し、その時点を暴露開始時とした．その際、ピペッター内の飼育水が

　全量で試験液量に対して、1％以内となるようにした。その後、換水毎にミジンコを新しい試験液に

　移しかえ、21日後まで飼育した。暴露期間中は毎日一定量の給餌を行った（3．1参照）。

ベジンコの観察

　　（親ミジンコ）生死、遊泳状態および外観の異常の有無を毎日観察して、記録した。計数後の

　　　　　　　　死亡個体は取り除いた。

　　（産出幼体）最初の産仔から毎日幼体の生存数を計数し、計数後の幼体は取り除いた。死亡

　　　　　　　　幼体、堕胎卵および休眠卵の発生等については、その有無を毎日観察し記録し

　　　　　　　　た。最初の幼体産出目を、初産日として記録した。

・水質測定　　　：水温、溶存酸素濃度（D．O，）、pHおよび全硬度を、全濃度区（但し、各1試験容

　　　　　　　　器）について、暴露期間中に3回（調製時および換水前で1回）、換水前後に測定

　　　　　　　　した。
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4結果の算出

　4，1親ミジンコの半数致死濃度（LC50）の算出

　　　濃度区での親ミジンコの死亡数と供試個体数（10頭）を用いて、親ミジンコの死亡率を求めた。

　　　限度試験のため、濃度区において死亡率が5〔）％未満の場合は21日間の半数致死濃度

　　　（LC50）は濃度区以上とした。

4、2　50％繁殖阻害濃度（ErC50）の算出

　　濃度区での生存親1頭当たりの平均累積産仔数（生存幼体）を用いて、21日間の繁殖阻害率

　を求めた。限度試験のため、濃度区において繁殖阻害率が50％未満の場合は21日間の50％

　繁殖阻害濃度（ErC50）は濃度区以上とした。

4．3　最大無作用濃度（NOECr）および最小作用濃度（LOECr）

　　濃度区での生存親1頭当たりの平均累積産仔数（生存幼体）を算出した。対照区と濃度区にっ

　いて、F＆t・testにより比較した。対照区と濃度区に有意な差が認められない場合は対照区と有意

　差の認められない最高濃度（最大無作用濃度：NOECr）および有意差の認められる最低濃度（最

　小作用濃度：LOECr）はいずれも濃度区以上とした。

F＆t・testにはYukms　StatLigh俳32群の比較を用いた。
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5　結果および考察

　5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　なし。

5，2　試験液中の被験物質濃度

　　暴露開始時（0日目）、8日目、15日目の試験液調製時の被験物質濃度は4．2～9、3mg！L（設定

　濃度10．Omg1L）であり、設定濃度に対する割合は42、0～93、0％であった。また、それらの2日後の

　換水前の濃度は1，9～6．7mg！しであり、設定濃度に対する割合は19，0～67．0％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1・1（p，16），Tとlble1－2q），17），付属資料一2（p．31）1

　　実測濃度が設定濃度の±20％を外れたので、結果の算出には実測濃度の時間加重平均値を

　用いた。

5．3　ミジンコの観察結果

　対照区および助剤対照区での親ミジンコの死亡率は、暴露終了時で対照区が0％、助剤対照

区が10％であり、試験成立条件である20％以下の基準を満たした。

　濃度区（5．8mg1L）における暴露終了時の親ミジンコの死亡数は3頭、死亡率は30％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　［T＆ble2－1、2－2（p．18），Figure1（1）．19），付属資料一3（p．38）1

鯉
　対照区での親ミジンコの初産日は暴露開始8～15日後であり、助剤対照区での親ミジンコの初

産日は暴露開始11～14日後であった。濃度区（5．8mg1L）では、親ミジンコの初産日は暴露開始

11～14日後であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3q）．20）1

　対照区および助剤対照区の21日間暴露での生存親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数は

80．9頭および64，2頭であり、試験成立条件である平均累積産仔数60頭以上の基準を満たした．

　21日間暴露での生存親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数は濃度区（5．8mg！L）で66，9頭で

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4q〕．21），Figure2（p．22），付属資料一3（1〕，38）1
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CAS　No，57－10－3

　対照区、助剤対照区および全濃度区において、休眠卵等は全く生じなかった。

5．4　親ミジンコの半数致死濃度（LC50）

　　21日間暴露の親ミジンコの半数致死濃度（LC50）は＞5．8mg几であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2・1，2‘2（p．18），Table5（1）．23）1

5．5　50％繁殖阻害濃度（ErC50）

　　21日間暴露の50％繁殖阻害濃度（ErC50）は＞5．8mg／しであった。 ［Table6（P．23）1

5．6　累積産仔数に及ぼす最大無作用濃度（NOECr）および最小作用濃度（LOECr）

　　親ミジンコ1頭あたりの累積産仔数に及ぼす21日間暴露の最大無作用濃度（NOECr）、最小

　作用濃度（LOECr）はいずれも〉5．8mg／しであった。　　　　　　　　　　［Table7q）．24）1

5．7　試験液の水温、溶存酸素濃度およびpH

　　21日間の暴露期間中の水温は19．7～20．8℃であり、設定範囲内（20℃±1℃）であった。

　　溶存酸素濃度は7．8～9．2mg！しであり、すべての濃度区で飽和溶存酸素濃度の60％以上が

　維持された（20，0℃の飽和溶存酸素濃度：8．84mg！L）。

　　pHは7．0～7．6であり、変動は1．5以内であった。

　　全硬度は242～252mg！L（CaCO3換算）であり、設定範囲内（140mg！L（CaCO3換算）以上）で

　あった。　　　　　　　　　　　［Table8（p，25），T＆ble9（p，26），Table10（p．27），Table11（1〕．28）］

　以上のことから、水温、溶存酸素濃度、pHおよび全硬度については、ミジンコの生育条件として

適切な範囲であったと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以」二
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Table1－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No．57－10－3

Measured　Concel血atiolls　of』Palmitic　acid　during　a21一〔lay　Exl）osure　of加p加1∂

ノ刀θ8η8ullder　Senli・Stδtic　Test　Conditions

　　Nominal

CollcelltFalio11

　　　（mg／L）

Measured　Concenlration（mg／L）

O　ddy

Ilew

2day
old

PercellL　ofNOmhlal

Od赴y　　2ddy
new　　　　　old

Control

』1≦蕪蒸』杢蕪ill』

．≦照．、

10．0

．≦照，．

9．1

〈o・
�
D』
熊

6．7 91、0
’講

　　No面nal

COncentratiOI1

　　　（mg／L）

Measured　Conce11［ration（m9／L）

8day

　new

10day

　　old

PercenしofNomhla1

8day　　　　　　10day

new　　　　old

』lil難燃魚鰍．

．，勲ll鞭1＿．＿．＿＿ ．≦曾1§．．

．≦照．．

．，19二§．

10．0 4．2

．19二§，

1．9

’罷1δ’ 聾1§1δ’

　　Non並nal

CollcelltraUon

　　　（m9／L）

Measured　Concenしration（mg／L）

15day

　　llew

17day

　　old

Percellt　ofNon丘na1

15day　　　　　17day

new　　　　old

Control

』醸蕪鱒ii蔦鱒ii

．1照．

，1照，

，≦曾1§．

10．0 9．3

．1照．

4，4

’§llδ1 ヨllδ

ne　w

ol（1

：freshly　l）repare〔i　test　solutions

：tesしsolutions　after2daysexl〕osure

一16一



Table1・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10－3

Time－weighte〔1Means　ofMeasure（l　Concentmtions　ofPalmitic　aci〔1〔lurhlg　a21一

（lnyExl）・sure・f加p加姦加岬8un〔lerSemi－StaticTestC・ndit・i・ns

Nomina！Concentration
　　　　　　（m9／L）

Time－weigh［ed　Mean

　　　　　（mg／L）

Percent　of　Nomina1

　　　　　　（％）

Control

Dispersant　Contro1

10．0 5．8 58．0

乃……レεigh－n二 ｭ藷器

　＝
ﾜ，、（講躍，、．、）×助s

6b刀00is　the　measure〔l　concentrと1tion　at　the　start　ofe技cll　renewa11）eriod．

6b刀01is　the　measured　concentration　atむhe　end　ofeach　renewal　l）erio（L

刀a四is　the　number　ofdays　in　the　renewal　l）erio（1、
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Table2－1 Cumulative　Numbers　ofDead　Parenta1月旦ρ加姦

Measured　Concentration Days

（m／L） 0　　1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Control

cispersant

bontrol

@　　5．8

0　　0

O　　0

O　　0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
1

0
0
1

0
0
1

0
0
1

0
0
3

0
1
3

0
1
3

O
I
3

O
1
3

Table2－2　Mortahty（％）ofParenta1」Oalρ加姦

Measured　Concentration Days

（m／L） 1 2 4 7 14 21

Control

cispersant

bontrol

@　　5．8

O
O
O

0
0
0

0
0
0

0
0
0

　0

@0

P0

　0

P0

R0
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Figure1

αAS　No．57－10－3
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CAS　No．5740－3

Table3 Time（〔lay）to　FirstBroo（l　Pro（luction

1〉1easured　collcent1・atio11

@　　　　　　（m／1一、）

Vessel　No． Co11しrol

Dispersalt

bonしrol 5．8

1 8 11 14

2 14 14 14

3 14 11 14

4 14 14
一

5 12 12 13

6 15 12 14

7 14 14 14

8 8 14 14

9 9 11 14

10 15 14 11

Mea1 12．3 12．7 13．6
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Table4 Mean　Cumulative　Numbers　ofJuveniles　Produced　per　Adult（ΣF1／P）

Measured　Concentration Days

（m　L） 1 2 3 4 5 6 7 8 9　　10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Control

cispersant

bontrol

@　　5．8

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

0．0

O．0

O．0

1．0

O．0

O．0

L4　　1．4

O．0　　0．0

O．0　0．0

2．6

Q．6

P．6

3．1

R．6

P．6

4．6

R．6

P．6

14．1

P8．8

P2．7

17．1

P8．9

P2．7

20．4

Q4．7

P2．7

4LO

R7．9

Q9．7

46．4

R7．9

R4．1

51．2

S8．8

R4．1

75．6

T9．1

U3．4

80．9

U4．2

U6．9
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Figure2 Mean　Cumulative　Numbers　ofJuveniles　Produced　per　Adult（ΣF11P）during21days
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CAS　No，57－10－3

T＆ble5． Calculate〔l　LC50Value　for　Parental　Zフθρゐ1］fθ

Exposure　Period

　　　　　（day）

1．、C50

（m／L）

95％Confidence　Umiしs

　　　　　　（mg／L）

Statistical　l〉1eth（）d

21 ＞5．8

Table6． Calculated　ErC50Vahle　R）r　Inhibition　ofRel）ro（iuction

Exposure　Period

　　　　　（da）

ErC50

（m／L）

95％Confidence　Limiしs

　　　　　　（mg／L）

Statisticai　Method

21 〉5．8
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CAS　No．5740－3

TaL）le7 Cumulative　Numbers　ofJ’uvelliles　Pro〔luce（l　I）er　A（lu1仁Alive　for21Days

Vessel　No．

　　　　　　　　Dis1）ersanし
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4
5
　
一
　
5
0

59

ｯ
二
乙
留
㏄
㈹
肘

　
　
　
　
　
1

Mean

S、D．

80．9

23．2

64．2

22、2

66，9

16．2

1nhibiしionraしe（％）

SigniHcantdil掩rence＊1

20．6 17．4

★1

糞
＊
　
★

Were　notcalculated　because　the1）arellt呂1ρ∂P加1凌was〔lead（lu1■illg　a21・

〔layS　teSしi1191）eriO〔1．

II1〔licatβsδsigninc農nt〔lifference　by　Dエー
1－lure，Tw・・sidedtest．　F昼t－七印†睡］

IIldicates　a　significanし〔hffbrence（α＝0，05）fronl　the　control．

1ndicatesasignificantdiflbrence（α＝0，01）丘bmしhecontrol．
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Table8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10－3

Teml〕erature　Values　during　a21・day刀θ」oゐ刀fθRepro〔luction　Illhibition　Test

（Selni－StaticTest）

　　Measured

Concentra仁ion

　　　（m／L）

Tem　erature（。C）

O　day　　　2day

new　　　old

8day　　　lO　day　　15day

new　　　old　　　new

17day

old

Contro1 20．4　　　　20．8 20．4　　　　19．9　　　　20．1 20．3

．．贈爵．2鯉． 20．3　　　　20．6 20．4　　　　19．8　　　　20．2　　　　20．1

5．8 20．3　　　　20．5 20．4　　　　19．7　　　　20．1　　　20、0

new
ol〔1

freshly　l〕repare〔l　test　solutions

test　sohltions　after2days　exposure
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Tとlble9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS　No，57－10－3

Dissolve（10xygell　Concelltratio11（D．O．）durillg　a21一〔lay∂召p五月姦Rel）1・o（luction

hlhibitioll　Test（Semi－SUltic　Tesし）

　　Meδsured

Concentration

　　　（m／L）

Dissolved　Ox　en　Concentraしion（1n／1．、）

O　day

rlew

2day
old

8day　　　10day　　l5dはy

new　　　　old　　　　new

17day

　old

Conlro1 8．4 8．1 8．5 8．3 9．2 8．0

Dispersant　Contro1 8．6 8．2 8．7 7．8 9．0 8．0

5．8 8．6 8．2 8、7 7．9 8．9 7．8

11ew

ol（1

freshly　I）repared　test801utio118

しest　solutions　after2〔1と1ys　exl）osure
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Table　lO
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e
　
T
　
n
　
O

　
ロ
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n
　
b

　
し
　　
h
　
n
　
l
　
n
　
O
　
L
　
C
　
l
　
l
　
d
　
O
　
r
　
P
　
e
　
R

　
珀
　
η
　
ψ
　
動
　
習
　
d

　
一　
1
　
2
　
a
　
g
　
n

　
・
－　
r
　
t

　
〔　
I
　
I

　
）
　　Measured

COncen仁ration

　　　（m／L）

H
O　day　　　2dどLy　　　8day　　10day　　15day　　17day

new　　　old　　　new　　　old　　　Ilew　　　old

Conしro1 7．5 7．0 7．4 7．3 7．3 7．4

i難鰍．鰍．
7．6 7．2． 7．5 7．5 7，6 7．4

5．8 7．5 7、2 7．5 7．5 7．6 7．5

new
ol〔1

freshly　prel）ared　test801utions

testsolutionsafter2（laysexl）osure
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CAS　No，57－10・3

Table11 Total　Hardness（と1s　CaCO3）durillg　a21・〔lay　Z）θ、ρゐ刀ノ’∂Rel）roducしio11111hibitioll

Test．（Sellli－St貧tic　Test）

　　Measured

Cα1cenしration

　　　（m／L）

Tot田H田・dness（ds　CaCO3，mg／L）

O　day

new

2day　　　8day　　　lO　day　　15day　　17day

old　　　new　　　old　　　new　　　old

COn［ro1 246 245 249 250 249 252

DiSpersanしCOIltro1 247 245 250 249 249 250

5．8 243 242 250 249 244 246

new
old

freshly　prel）al■ed　test　solutions

test　solutions紋fter2〔lays　exl）osul・e

●
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CAS　No，57・10・3

付属資料一1

希釈水（M4調製水）

　　　（全1頁）
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CAS　No，57－10－3

Apl）endix　l　M4medium

Salしs　an（l　Vitamines Concentration　（mア！1コ）

H3BO3 2，860

MnC12・4H20 0，361

LiCl 0，306

RbCl 0，071

SrC12，6H20 0，152

NaBr 0，016

Na2MoO4・2H20 0，063

CuC12・2H20 0，017

ZnC12 0，013

CoC12・6H20 0，010

KI 0．00325

Na2SeO3 0．00219

NH4VO3 0．00058

N紋2EDTA・2H20 2．5

FeSO4．7H20 0，996

MgSO4・7H20 123．3

KC1 5．8

N廿HCO3 64．8

N技NO3 0，274

KH2PO4 0，143

K2HPO4 0，184

Thiamine　h　drochlori〔le 0，075

Cyanocobalamine（V，B12） 0，001

D（＋）Biotin（V．H） 0．00075

CaC12・2H20 293．8

N技2Sio3．9H20 10．0
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CAS　No，57・10－3

付属資料一2

試験液の分析方法

　　　（全8頁）
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CAS　No，57－10－3

試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　　　各試験容器より試験液2．OmLを凍結乾燥し、BF3メタノール溶液およびn〈ブタンを加えて撹拌

　　する。飽和食塩水を加えてn・ヘプタン相をバイアル瓶に採取する。

　　　GCのオートサンプラーにセットして一定量を自動注入する。

　　　検量線から被験物質濃度を求める。

2　ガスクロマトグラフィー（パージ＆トラップ法）測定条件

　　　　カラム　　　　：TC－17、0．53mmIDx15m

　　　　カラム温度　　：150℃

　　　　検出器　　　　：FID

　　　　検出器温度　　：250℃

　　　　注入口温度　　：250℃

　　　　注入量　　　　：1μL

　　　　キャリアガス　　：He

　　　　流量　　：20mL！min（室温）

3検量線

　　　標準原液を希釈して、定量限界付近から予想測定濃度が含まれる6ポイントの標準液を測定し、

　　直線性を確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Figure1Φ．33）］

　　　測定日毎に標準溶液の測定を行い、この検量線により定量した。

4　添加回収試験

　　　パルミチン酸50mg！L標準液の回収率は109，8％であった。

5　クロマトグラム

　　　代表的ないくつかのクロマトグラムを示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Figure2Φ．34～P，37）］
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APl）en〔hx2

Figure　l　（〕alibratio11αlrveofPalmiLicaci〔lbyGCAnalysis

　　　　　　　　　　In　ut　Data

No． COncelltration Peak　Area

（m／L） （μV・sec）
1
．
．I
l
．

．．9：㈱，

．9：9三9．

．．2毎9Ω．．

5119

．且．

．ヨ，．

．．9：照．

．9：㈱．

ll轍1

5 0．100

．3鯉．．

53396

X（Concentration）＝Y（Peak　Area）／0，001878

r2ニ0．9998

　　　　r2：coefficient　of　correlation
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CAS　No，57－10－3

APl）endix2

Figure2　Represe11しativeChromatogra1118
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CAS　No．57－10・3

AI）1）ell〔lix2

Figure2　Continue（1

（2）Control；DayO（new）
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CAS　No、57－10－3

Appen〔lix2

Figure2　　Continue（1

（4）Dispers＆ntControl，Day　O（new）
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CAS　No，57－10－3

Al）1）endix2

Figure2　Continue（1

（6）10．O　mg！L　nominal；Day　O（new）
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CAS　No．57－10－3

｛

付属老、∬料・3

ミジコの観察結果

　　（全8頁）
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C蝿　No，57－10－3

付属資料・3

ミジンコの観察結果

　　（全8頁）

　　　3

　　　　　誤記訂正

　　　　　　200803、2マ
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CAS　No．57－10－3

ApPen〔五x3－1　Result　of　ReproduσLion　Test （TestChemica1：

（Chemica1Conc．

Paknitic　acid

　　O．O　mg／L，

）

Dispe㎜t　conc． 0．O　mg／L）

T㎞e

Rep．

No．

Counts 4／12 4／13 4／14 4／15 4／16 4／17 4／18 4／19 4／20 4／21 4／22 4／23 4／24 4／25 4／26 4／27 4／28 4／29 4／30 5／1 5／2 Tota1

1d 2d 3d 4d 5d 6d 7d 8d 9d 10d 11d 12d 13d 14d 15d 16d 17d 18d 19d 20d 21d

　　Pgenemtfon

l　FI　generation

　
　
　
m
㎞
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
9
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
6

　
1
－
O
－
O
1
0

　
3
1
0
1
0

　1

41 1
0Cunluiat呈ve　reproductivity 0 0 0 0 0 0 0 9 9 9 9 9 9 25 25 25 55 55 55 96 96 96

　　P　generation

2　　FI　generation

　
　
　

旗
廊 －
O
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

－
O
－
O
1
0
1
0
1
0
1
0

　1

12 1
0
1
0
1
8

　
2
1
0
1
0

－
【
U
　
4
1
0Cumulative　reproductivity 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 12 12 40 40 40 85 85 85

　　P　generation

3Flgeneration

ロ
い
　
ロ
い

㎞
廊 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
－
O
1
0
1
0

－
（
」
U
　
1
－
O
1
0

　1

21 －
O
－
O
1
3

　
［
O
－
OCumulative　reproductivity 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 16 16 37 37 37 90 90 90

　　Pgeneration

4　FI　genemtion

　
　
　

㎞
㎞ 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

－
O
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

　1

19 －
O
1
0

　1

41 －
O
1
0
1
0

　1

17

Cumulative　reproductivitγ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 19 19 60 60 60 60 77 77

　　P　generat玉on

5　　FI　generation

Live

Live 1
0
1
0

－
O
1
0

「
⊥
0
1
0
1
0

－
O
1
0
1
0
1
0

－
＝
U
－
O
1
1

　
1
1
0
1
0
1
1

　
1
－
O
1
0
1
0

　
2
－
OCumulative　reproductivity 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 16 16 16 27 27 27 47 47 47

　　P　generation

6　FI　generation

ロ
リ
　
　

廊
盛 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
－
O
1
0
1
O
1
0
1
0
1
O
1
0

－
O
1
0

　1

12 1
0
1
0
1
0

　
2
－
O
1
0
1
O

C㎜ulalivereproductivity 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 つ
』1 12 12 32 32 32 32 32

　　P　generation

7Flgeneration

ピ
　
ロ
い

即
㎞ 1
0
1
0

－
O
1
0
1
0

－
∩
∪ 1
0

－
O
1
0
1
0
1
0
1
0

－
O
1
1

　
1
1
0

－
O

－
Q
U

　
3
1
0
1
0

－
＝
U
　
4
1
0Cumu1菰ivereproducti玩ty 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 11 49 49 49 94 94 94

　　Pgenemtion

8　FI　gener肌ion

Live

hve －
O
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

1
　
　
1 1
0
1
0

　1

12 1
0

－
O
1
0

　
1
－
O
－
O
1
7

　
3
1
0
1
0
1
0

　
4
1
0

Cumulative　reproductivity 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 13 13 13 23 23 23 60 60 60 100 100 100

　　P　genemtion

9　　FI　generation

ロ
セ
　
ヒ

㎞
厨 1
0

－
O
－
O
－
O
－
O
1
0
1
0

－
O
1
4
1
0

－
よ
0 1
0

　1

15 1
0
1
0
1
3

　
3
1
0
1
0
1
8

　
4
－
O
1
0
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　　　Pgeneration
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Uve

hve 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

－
O
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
8

　
1
1
0
1
0
1
4

　
3
－
O
－
O

－
血
U
　
3Cumulative　reprodu〔沈ivity 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 18 18 52 52 52 88 88

Thetime（da玲）to血stbrDod：

1
6

8days，
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n
∠
【
’
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14days， 3
8
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8days，
4
Q
」

14days，

9days，

5
；

101

12days，

15days，
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C鵠　No．57＿10＿3

ApPendix3－2　Resuk　of　Reproduction　Te航 （Te宜Chemiα且：

（Chen五cal　Conc．

Palmitic　add

　　　O．0㎎／L，

）

DispersImt　conc． 100．0㎎／L）

Tlme

Rep．

No．

Counts 4／12 4／13 4／14 4／15 4／16 4／17 4／18 4／19 4／20 4／21 4／22 4／23 4／24 4／25 4／26 4／27 4／28 4／29 4／30 5／1 5／2 Tota1

1d 2d 3d 4d 5d 6d 7d 8d 9d 10d 11d 12d 13d 14d 15d 16d 17d 18d 19d 20d 21d
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－
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Appendix3－3　Result　of　Reproduction　Test （Test　Chelnica1：

（Che面〔畑Conc．

Palmitic　acid

　　　5．8㎎／L，

）

Dispersaハt　conc． 100．0㎎／L）
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